
議会運営委員会
常任委員会（予算決算委員会）

議会運営委員会と５つの常任委員会において、付託された議案などを審査し、３日の本会議では、
各委員会の審査の経過と結果が報告されました。その内容の一部を掲載します。
また、下の写真等は、各常任委員会の所管部局の事業からのものです。

　議員の政治倫理に関する条例制定の請願については、採決
の結果、賛成多数により継続審査を要するものと決した。

　元年度富山市一般会計補正予算など２件については、いず
れも原案どおり「可決」した。

　元年度富山市一般会計補正予算１件について、審査した。

中規模ホール整備　官民連携事業における債務負担行為の設定
委員　富山駅周辺のこのような場所に、まとまった市有地が
あるということは貴重なことだと思うが、今回はなぜ、中規
模ホール整備の余剰地を売却することにしたのか。
市　富山駅北地区は、本市が進めているコンパクトシティ政
策の観点からも非常に重要な区域だと考えており、オーバー
ド・ホール北側の市有地、約８，５００㎡を有効に活用して、
魅力ある都市空間の形成を図っていく必要があると考えてい
る。
　これまでに実施した調査においても、中規模ホールと民間
施設を別々に整備するのではなく、一体事業として実施する
方が有効な活用につながるといった意見もあり、市として
も、敷地全体の魅力向上と余剰地の最適活用が期待できるこ
とから、中規模ホールと、民間施設の整備を、一体で進める
こととした。
委員　民間事業者へ余剰地を売却して、収入を得るという考
えには賛成である。
　土地の有効活用ができるような整備位置であるとか、オー
バード・ホールと中規模ホールの両方がうまく利用できるよ
うな接続の方法については、今後、十分に検討してほしい。

　元年度富山市一般会計補正予算１件について、審査した。

未婚の児童扶養手当受給者に対する臨時・特別給付金支給事業
委員　本事業は、国の臨時的な措置としての単年度事業だと
思うが、１回の支給のためだけに、支給額とは別に、それと
同等以上の金額を投じる形になるのか。
　国庫支出金ではあるが、事業の実施のために、支給するも
の以上にお金をかけることに疑問を感じるが、当局の所見は
どうか。
市　今後については未定だが、今回、システムを導入しない
場合は、手作業で行うことになり、それに伴うヒューマンエ
ラーの可能性を下げることからも、対象者については既存の
データを利用して、国の補助金によりシステムを改修して作
業をしたいと考えている。

　元年度富山市一般会計補正予算２件について、審査した。

公衆便所維持管理事業　　　　　　　　　　　　　　　　　
委員　西別院街路便所について、以前に移転改築する計画を
策定し、予算も確保していたが、一部の住民の方々から賛同
が得られず、実行には至らなかったとのことだが、今回の改
築については、土地所有者との交渉はスムーズに進んだのか。
また、周辺住民の皆さんの意見はどうであったのか。
市　土地の所有者には、本事業にご理解をいただき、前向き
にご協力いただいた。
　また、地元の町内会や商店街の皆さまにもご理解をいただ
くなど、現在地での改築に向けて賛同が得られたものと考え
ている。

上条工業団地汚水処理施設の設備更新　　　　　　　　　　
委員　今回更新される設備について、今までとの違いを具体
的に教えてほしい。
市　今回の更新で、汚水槽の中に設備を設置する水中式から、
汚水槽の外に設置する陸上式に仕様変更することにより、修
理やメンテナンスが容易になり、費用の低減が図られる。

　元年度富山市一般会計補正予算１件について、審査した。

街路整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
委員　大島橋の設計瑕

か し
疵について、このような事態を二度と

繰り返さないようにするために、どのような再発防止策を考
えているのか。
市　国の業務委託の照査要領に準じたチェックリストを作成
し、委託の照査や検査に活用することを検討するとともに、
技術職員全員が設計に対するリスクを共有し、建設技術統括
監による「橋梁など構造物設計の厳しさ」といった、設計者
としての自覚を促す研修を開始している。
　さらに、難易度の高い設計業務委託について、経験豊富な
技術レベルの高い業者を選定する仕組みを確立するため、実
績や技術者の資格要件の定め方などについても研究している。
これらにより、再発防止に努めていきたい。

エゴマと雑草の写真（株間除草ロボット調査研究事業）

中規模ホール施設整備予定地（富山市芸術文化ホール北側市有地）
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常任委員会
（部門別常任委員会）

　富山市市税条例等の一部を改正する条例制定の件など７件
については、いずれも原案のとおり「可決」「承認」した。

専決処分について承認を求める件（富山市高度利用地区にお
ける固定資産税の不均一課税に関する条例の一部を改正する
条例制定の件）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
反対討論　再開発ビルの保留床を持つ企業などには、すでに
１億円の大型商業施設誘致補助金を受けたところもあり、さ
らに富山市の判断で税率を軽減することに疑問を感じる。中
心市街地のにぎわい創造といった公益性を理由に、再開発ビ
ルだけが、税率軽減の優遇を受けるのは不公平であり、市民
の理解を得られるとは思わない。
賛成討論　固定資産税が一時的に減収となっても、長い目で
見た場合、将来的には税収の確保が可能となることから、今
回の措置はやむを得ないものと考える。
結果　原案のとおり承認した。

政務活動費の議員個人への支払いを求める請願　　　　　　
委員　会派の信頼性に関して、政務活動費を前払いするだけ
の信頼を獲得しているとは思えないという、請願人の気持ち
はよく分かる。
　請願の趣旨は、検討をしてほしいということであり、私た
ち議員や議会側がこれでいいのだと考えていても市民側から
見るとそうではないこともあることから、前向きな提案とし
て受け止めてもいいのではないか。
委員　政務活動費の支払い先が、議員個人になっているか、
会派になっているかで、一概に不正請求や不適切請求が起き
るとは言い難く、また、支払い先は会派であっても、その使
用については議員個人のファイルで管理されており、さらに、
市民に対しても透明性が担保されている。
結果　不採択すべきものと決した。

【所管部局からの報告事項】
○教育委員会
　メールサーバの不正中継
　小中学校普通教室等への空調整備の進捗

　富山市介護保険条例の一部を改正する条例制定の件など８
件については、いずれも原案のとおり「可決」した。

富山市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例
制定の件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
委員　マイクロアレイ血液検査について、導入から今

こんにち
日まで

の実績と、その精度はどのようなものなのか。
市　同検査については、導入から昨年度までで４６２件、今
年度は６月２０日までで１２件を検査している。
　この検査は、消化器系がんの有無が９割以上の精度で判定
できるものであり、検査後の精密検査でがんが見つからなか
ったという事例が今までにないことからも、精度の高さを感
じている。

【所管部局からの報告事項】
〇福祉保健部
　富山市細入デイサービスセンターの今後の運営

　工事請負契約締結の件（らいちょうバレースキー場ゴンド
ラリフトおよび山頂駅舎撤去工事）など２件については、い
ずれも原案のとおり「可決」した。 

経営状況報告の件（大山観光開発株式会社）　　　　　　　
委員　大山観光開発経営健全化方針の中でも、スキーのレン
タル事業がメインだと思うが、現状、どのような取り組みを
しているのか。
市　レンタル事業については、経営健全化を図る上でも大変
大きな柱である。まずはレンタルを始めるということを、多
くの方々に知っていただくために、本年３月から、スキー学
習の実績のある学校に対して、レンタル事業を開始した旨の
案内をしている。
　また今後、リフトと食事を併せたセット料金や、宿泊など
と組み合わせたパッケージ料金を設定したり、レンタルス
キーの受け付けから受け渡しまでを効率的に行えるよう、接
客の研修を行うなど、充実したサービスができるように取り
組んでいる。

　富山市火災予防条例の一部を改正する条例制定の件など７
件については、いずれも原案のとおり「可決」した。

工事請負契約締結の件（大沢野消防署 改築主体工事）　　　
委員　大沢野消防署に女性仮眠室を整備するとのことだが、
現在、本市において女性が当直できる消防署は何カ所あり、
何名が当直勤務できるのか。
市　女性が当直できる施設として、富山消防署と富山北消防
署の２カ所に女性用の仮眠室を整備している。
　両施設ともに１日２名が当直でき、消防の勤務体系で、
２４時間勤務の２交代制としているので、それぞれ４名を配
置できる状況となっている。

【所管部局からの報告事項】
〇活力都市創造部
　高齢社会における交通と健康モニタリング調査分析結果
　中心市街地活性化基本計画の進捗

富山市細入デイサービスセンターが設置されている、
富山市細入総合福祉センター外観

改築される大沢野消防署の完成イメージ図
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